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デイトナ が 提 案 する
新しい建築のカタチ

また、建物内には居住者共有の食堂やコミュニ
ティスペースも併設。ごく自然に適度な距離感での
人間関係が形成されることでしょう。このような馬
蹄形高齢者住宅のことをイメージすると、老後のこ
となのに、むしろ若いころよりも豊かでわくわくす
る生活のような気がしてきます。若い時には時間は
勝手にどんどん過ぎていきますが、年老いて、“時間
の手触り”を実感しながら生きる充実感が“元気な
老後”を形成してくれることでしょう。こんな老人ホ
ームがあったら、積極的に入りたいと思いませんか？

とです。住民は皆クルマ好き、バイク好き、畑好
き、アウトドア好きと設定。なので、個室はもちろ
んすべてガレージ付きです。愛車を駆って外部に
飛び出していくことも自由なのです。

一方自然発生的な“内部”の空間では、他の居住
者と共有の“土に親しむ生活”が豊かで楽しい。畑
で作物を育てたり庭を手入れしたりできます。独
特の“動と静”のバランス。何かに急き立てられて

“動かざるを得ない”若いころの生活と違って、純
粋の“能動的意思”が年を取って初めて意識される
のです。“動くアクティブ老人”の住居。それでいて、
土地に親しみ、人間の本源を見直すような“静”の
生活。時間の流れが実感でき、日々充実した時間
を味わうような老後が過ごせる住処なのです。

第二次大戦前に活躍したドイツ人建築家ブルー
ノ・タウトは、日本の建築文化に対する最大の理
解者の一人でした。彼は第一次大戦の敗戦で疲弊
したドイツで困窮にあえぐ労働者階級のための秀
逸な集合住宅を、住宅局の役人として考案したこ
とで有名です。時はおりしもナチスドイツが政権
を奪取した時代。ドイツ国内の思想統制が強まる
中、彼は社会主義的であるという嫌疑で危険視さ
れ、窮地に陥りました。

1933年3月悪名高い『全権委任法』成立の直前
に、ナチスから逃れるために日本に旅立ちました。
日本の『インターナショナル建築会』の招きに応じ
ての来日という建前です。そしてその後、トルコに
渡るまでの３年間、日本に滞在したのでした。“逃
亡者”としての彼の目に映った日本建築。そして日
本人の気質について書いた評論集『ニッポン』をは
じめとする多くの著作は、非常にユニークで、中
でも来日の翌日案内された『桂離宮』を激賞した文
章は、盲目的な“西洋化”にシフトしていく日本人
への警句として貴重な示唆に富むものです。

今回はそのブルーノタウトに敬意を表し、彼の
代表作にして、後年世界文化遺産にも登録された

『ブリッツ大規模住宅団地』をモチーフに、モータ
ー &アウトドアライフを内包した高齢者住宅を
考えてみました。

航空写真で見るとよくわかるように、彼の集合
住宅（ジードルンク）の特長は、馬の蹄鉄の形状を
しています。建物を大きくカーブさせることによ
って、内側に囲い込まれた住民共有の“内部”がで
きます。この内部は“自然発生的”なので、建築家
のエゴが混ざった不必要な“意図”を感じない、言
わば“在りのまま”を過ごせる場所です。そして更
に重要なことは、このプランが高齢者住宅とは言
っても、いわゆる“老人ホーム”ではなく、歳をと
っても生き生きと過ごせる住居を意図しているこ

老後が楽しみだ！ “馬蹄形住居”をモチーフにした! !

モーターライフ共生型高齢者住宅
あの「桂離宮」の美の発見など日本人になじみの深い戦前のドイツ人建築家ブルーノタウトの代表作

『馬蹄形集合住宅』をモチーフにして、楽しいモーターライフ共生型高齢者住宅を考えてみました。アクティブ老人用『馬蹄形クルマ共生住宅』のプラン。各戸はすべて同一形状で同じ
条件で中庭に面する。豊かなガレージと水まわりのシンプルなつくり。食事は食堂や
アウトドアキッチンで楽しくいただく設定です。天井が高いガレージと居室が持ち味。

馬蹄の両端で、中庭の門に該当する場所に位置する部分は、共有の
生活機能が入る設定。事務所機能以外に居住者の食堂、談話室、トレ
ーニングルーム、コインランドリーなどが収まる趣向となっています。

世界文化遺産にも登録された『ブリッツの馬蹄形住
宅』。元々あった池を囲むように住居を建築したラン
ドスケープ建築。いまだに居住者が生き生き過ごす
現役のジードルンク（集落という意味）。

FLOOR PL AN

LDK inc. 代表　玉田敦士
デイトナをはじめ、カーマガジンでの長
期連載、ムック本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の関係について
提案し続けてきた建築プロデュース会
社LDK inc。建築設計はもちろんのこと、
建築システムの開発や商品開発も行う。

www.daytona-house.com

デイトナハウス× LDKの建築システムを構成するのが
軽量鉄骨のLGSパネル。厚さ3㎜〜 4㎜、幅12.5㎝、 
厚み5㎝の『Cチャンネル』と呼ばれる部材を、横幅182㎝、
縦270㎝の長方形に溶接して製作。デイトナハウスは、
この基本の形を連結することで、住宅やガレージのみな
らず、別荘、店舗、賃貸住宅などの様々な建築を作って
いく、全く新しい建築のカタチとなっています。パウダ
ーコーティングが施されたその鉄の素材感と、力の伝達
を受け持つ『ブレース』が織りなす、インダストリアルで
飽きの来ない空間のテイストも持ち味となっています。

W hat ’s  DAY TON A  HOUSE ?

にガレージから少しクルマを乗り入れているだけで、ごく自然に他
の居住者との会話が生まれる究極のコミュニティー建築。その資質
を表現したイメージカット。　  各戸に備わるガレージは、完全開
放が可能。クルマ1台とバイク2台が悠々収まるスペース。それだけ
ではなく、趣味のギア類や農機具なども格納可能。ガレージから見
た畑や庭は、アクティブ老人の老後にピッタリな瑞々しさです。CG
の真ん中に見える空間は、リフトを備えた共同のガレージピット。自
分達のクルマを直したり、近隣の若者のバイクを直したりと、モー
ターライフを通じて高齢者と若者が交流を図るための空間なのです。

 ビオトープに面した畑や庭や車
の乗り入れもよくわかる『21世紀型
高齢者用馬蹄形住宅』の俯瞰図。瑞々
しい朝、池のほとりに佇んで同好の
友人と話すイメージだけでもワクワ
クする老後の生活イメージです。　

 レンガ敷きの中庭に面する部分
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賃貸ガレージハウス『GLB』が進化中。都市部や郊外だけではなく、地方の風光明媚な場所にも続々誕生してきました。
今回は、新しいライフスタイルツールとしてのリゾート型GLBの可能性を考えてみます。

全国に続々登場中！ 地方を再活性化する
リゾート型GLBの可能性

テ
レ
ワ
ー
ク
が
も
た
ら
し
た

21
世
紀
の
実
感
と
、そ
の
戸
惑
い

21
世
紀
の
始
ま
り
の
20
年
間
。
私
た
ち

は
、
さ
ほ
ど
社
会
の
変
化
を
実
感
で
き
ず

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
化
し
た
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
必
需
品
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と

は
、
そ
の
後
の
社
会
の
変
化
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
生
活
の
実
感
と

し
て
は
、
家
電
製
品
の
性
能
が
ど
ん
ど
ん

良
く
な
る
こ
と
の
延
長
の
よ
う
な
感
覚
で

し
た
。〝
便
利
〞が
進
展
し
、〝
時
間
が
節
約

で
き
る
〞と
い
う
感
覚
の
延
長
線
上
。こ
れ

は
、
20
世
紀
少
年
で
も
子
供
の
こ
ろ
か
ら

慣
れ
親
し
ん
で
い
た
印
象
で
す
。

し
か
し
2
0
2
0
年
代
に
入
っ
て
、コ

質
〞
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

環
境
の
良
い
リ
ゾ
ー
ト
地
で
も

仕
事
が
成
立
す
る
驚
き
と
喜
び

テ
レ
ワ
ー
ク
の
一
般
化
に
よ
っ
て
、〝
仕

事
の
場
〞
に
身
体
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
の

意
味
が
薄
れ
、
仕
事
の
本
質
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。
大
雑
把
に
言
え
ば
そ
れ

は
〝
新
た
な
価
値
を
生
産
す
る
〞
こ
と
で

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

で
家
か
ら
出
る
必
要
が
な
く
な
り
、
半
ば

引
き
籠
り
状
態
に
な
っ
た
人
も
多
い
と
言

い
ま
す
。し
か
し
、
一
部
の
人
は
、む
し
ろ

環
境
の
良
い
場
所
や
美
し
い
景
色
の
場
所

に
身
体
を
移
動
さ
せ
て
も〝
仕
事
〞が
成
立

す
る
こ
と
が
テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
点
で
あ
る

ロ
ナ
パ
ニ
ッ
ク
が
全
世
界
を
席
巻
。
そ
の

結
果
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
が
日
常
的
に
普

及
し
た
こ
と
は
、「
生
活
そ
の
も
の
が
変
化

し
た
!
」
と
い
う
意
味
で
強
烈
に
〝
時
代

の
変
化
〞
を
感
じ
る
出
来
事
で
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
が
成
立
す

る
と
い
う
現
実
を
身
体
感
覚
で
実
感
し
て

以
降
、
21
世
紀
の
実
像
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
…
…
そ
ん
な
印
象
の
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

従
来
は
、
身
体
を〝
仕
事
の
場
〞に
移
動

さ
せ
る
こ
と
自
体
が〝
仕
事
〞の
一
部
で
し

た
。
し
か
し
身
体
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
自

体
が
、
何
か
を
生
産
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。考
え
て
み
れ
ば
、こ
れ
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が

一
般
化
す
る
中
で
、
改
め
て
〝
仕
事
の
本

ク
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
①
移
動
の
愉
し

み
、
②
素
晴
ら
し
い
環
境
で
の
脳
内
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
③
新
し
い
価
値
創
造
と
し
て

の〝
仕
事
〞と
い
う
三
つ
の
要
素
が
成
立
す

る
、
ま
さ
に
一
石
三
鳥
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
誕
生
し
た
の
だ
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
リ
ゾ
ー
ト
型
G
L
B
の

発
展
可
能
性

従
来
型
の
賃
貸
形
式
＝
ア
パ
ー
ト
で
も

な
く
、
ス
テ
イ
タ
ス
を
振
り
か
ざ
す
た
め

の〝
別
荘
〞で
も
な
い
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
ツ
ー
ル
と
し
て
こ
の
『
リ
ゾ
ー
ト
型

Ｇ
Ｌ
Ｂ
』
は
、
一
部
の
積
極
的
に
時
代
を

生
き
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
ニ
ー

ズ
の
高
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
全
国
に

増
殖
を
始
め
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
今

後
ま
す
ま
す
先
述
の〝
一
石
三
鳥
〞を
よ
り

効
果
的
に
、
理
に
適
っ
た
カ
タ
チ
で
満
た

す
リ
ゾ
ー
ト
型
Ｇ
Ｌ
Ｂ
が
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
リ
ゾ
ー
ト
型
Ｇ
Ｌ
Ｂ
を
シ
ェ
ア

で
き
る
新
し
い
カ
タ
チ
や
、
リ
ゾ
ー
ト
型

Ｇ
Ｌ
Ｂ
内
の
利
用
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
、あ
る
い
は
、
環
境
の
良
い
場
所
で
の

ク
ル
マ
好
き
高
齢
者
専
用
Ｇ
Ｌ
Ｂ
な
ど
、

最
初
は
個
人
的
な
発
想
や
生
活
上
の
工
夫

で
あ
っ
た
ガ
レ
ー
ジ
賃
貸
の
リ
ゾ
ー
ト
で

の
利
用
が
、
同
時
に
多
く
の
人
や
地
方
都

市
の〝
元
気
〞を
創
造
し
て
い
る
こ
と
が
次

第
に
明
ら
か
に
な
れ
ば
、お
の
ず
と〝
次
世

代
型
の
リ
ゾ
ー
ト
型
Ｇ
Ｌ
Ｂ
〞
が
発
想
さ

れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
21
世
紀
型
社
会
は
、
案
外
楽
し

い
社
会
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。〝
賃
貸
〞

で
自
由
／
フ
リ
ー
ダ
ム
を
実
感
す
る
。
美

し
い
日
本
の
風
景
と
と
も
に
、
ガ
レ
ー
ジ

賃
貸
住
居
Ｇ
Ｌ
Ｂ
は
ま
す
ま
す
私
た
ち
を

元
気
に
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

都内からアクアラインで海
を渡り、 上陸直後の金田西
出口から10分の好立地。2×
4スパン吹き抜け付きのA棟
と、3×4スパンのゆったり
タイプの B棟。2棟が向かい
合ってクルマ・アウトドア好
きご用達の別世界を実現し
ています。新タイプのB棟は
ファミリーの居住はもちろん、
効率的なショールーム兼の事
務所としても最適です。

御殿場インターから樹海を縫
って山中湖道路をさらに回り
込む自然環境豊かな場所に須
走GLBはあります。クルマ好
きには富士スピードウェイか
ら至近距離と言ったほうがわ
かりやすいかもしれません。
広大な敷地に続編の計画もあ
りますが、今回はその第一期
のリリースです。四季折々、
脳細胞が洗われるような、素
晴らしい空気感の場所なのです。

都内から40分! 
房総リゾートへの中間基地をゲットせよ!!

ニッポンの代表的な景観
富士裾野の美しさを実感できるGLB

GLB AQUA-KISARAZU富士須走BASE I

大阪湾に面した淡路島巣本の海
岸沿いに建つ好立地のGLB。明
石海峡大橋を渡れば大阪から１
時間のオーシャンビューを独り
占めできるのです。特に朝日が
美しいオーシャン隣接GLBです。

淡路島洲本の海を目前に見る
リゾート系GLB関西代表

WELL GARAGE

ロードでもオフロードでも自
転車フリークには垂涎の場所
である長野県茅野・諏訪エリ
ア。そこに建つ3世帯のGLB
です。雄大な八ヶ岳の全貌を
実感できる山岳GLBなのです。

八ヶ岳を一望する茅野市のGLB
縄文ファンにもたまらない好立地

ARTS 蓼科

古くからの温泉地で文化的
集積も豊富な箱根の中心地＝
箱根湯本。清冽なる早川を渡
った対岸にあるGLB。ここで
だったら、いろんな遊びが考
えられる場所なのです。

モーターライフと温泉地の融合
箱根ファンに捧げるGLB

HAKONE YUMOTO BASE

ガレージシャッターと2Fのリビングのガラスファサ
ードを富士山に正対する側に向けた変則的なプラン
を特長とする５世帯のGLB。御殿場インターからも近
く、都内に住む人にとっても程よい中間距離がうれ
しいのです。日本を代表する大パノラマの四季の変化
が脳内をその都度リフレッシュしてくれるのです。

雄大な富士山に正対して
新しいリゾートライフを
体現するGLB

GOTENBA BASE

こ
と
に
気
が
付
き
始
め
ま
し
た
。〝
新
し
い

価
値
〞
を
生
産
す
る
こ
と
が
仕
事
で
あ
る

な
ら
ば
、
む
し
ろ
環
境
の
良
い
場
所
に
能

動
的
に
移
動
し
て
、
精
神
と
脳
味
噌
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
ほ
う
が
、
む
し
ろ
良
い

仕
事
が
で
き
る
。
そ
う
気
づ
き
始
め
た
の

で
す
。
最
初
は
コ
ロ
ナ
パ
ニ
ッ
ク
と
い
う

不
幸
か
ら
始
ま
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
で
す

が
、
そ
の
状
況
を
逆
利
用
で
き
る
人
に
と

っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
で

解
釈
さ
れ
始
め
た
の
で
す
。

“
移
動
手
段
”を
内
包
す
る
G
L
B
を

リ
ゾ
ー
ト
地
に
も
っ
て
い
く
そ
の
意
味

一
部
の
積
極
的
な
人
た
ち
に
よ
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
〝
拡
大
解
釈
〞
に
よ
っ
て
、〝
移

動
〞
の
意
味
も
そ
れ
に
伴
っ
て
豊
か
に
な

っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仕
方

な
く
身
体
を
仕
事
の
場
に
移
動
さ
せ
る

〝
消
極
的
移
動
〞で
は
な
く
、
環
境
の
良
い

場
所
に
動
き
、
仕
事
も
遊
び
も
同
時
に
成

立
さ
せ
る
〝
積
極
的
移
動
〞
生
活
。コ
ロ
ナ

と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
が
呼
び
覚
ま
し
た

の
は
、こ
の〝
積
極
的
移
動
〞な
の
で
す
。一

方
で
、
愛
着
の
あ
る
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク
な

ど
の
移
動
手
段
を
内
包
す
る
賃
貸
住
居
形

式
で
あ
る
Ｇ
Ｌ
Ｂ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、
も
と

も
と〝
積
極
的
移
動
〞を
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
取
り
込
ん
で
い
る
人
た
ち
で
す
。
そ
の

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
の
中
か
ら
、
自
然
発
生

的
に
地
方
や
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ど
環
境
の
良

い
場
所
に
Ｇ
Ｌ
Ｂ
を
建
築
す
る
ニ
ー
ズ
が

立
ち
現
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
れ

か
ら
ご
説
明
す
る『
リ
ゾ
ー
ト
型
Ｇ
Ｌ
Ｂ
』

な
の
で
す
。

従
来
の〝
別
荘
〞と
い
う
ス
テ
イ
タ
ス
の

象
徴
物
と
は
明
ら
か
に
動
機
が
違
う
全
く

新
し
い
建
築
で
す
。更
に
、リ
ゾ
ー
ト
地
へ

の
移
動
そ
の
も
の
を
〝
脳
内
に
イ
ン
プ
ッ

ト
〞
で
き
る
人
た
ち
を
モ
ー
タ
ー
フ
リ
ー
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